
 

 

 

 

 

 

トヨタは、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の被災地に対し、様々な支

援を行っています。自動車販売会社として売上増加を目指すだけではなく、「クルマ」

の役割についてあらためて考え、日本のためにできることを何かしたい、という思いか

ら「ココロハコブプロジェクト」を始めました。 

 

《トヨタの HPにおける「ココロハコブプロジェクト」の紹介》 

 

 

 

 

 

 

 

このプロジェクトでは、物資の運搬、寄付活動といった物質的・経済的な支援だけで

はなく、宮城や岩手などの小学校で特別公開授業も行われました。スタッフは、東北地

区はもちろん、東京からも現地に駆けつけボランティアで運営に携わりました。 

被災地に不足している物資を供給するだけではなく、子ども達の心をあたたかくする

この取り組みは、子ども達の大好きなクルマの会社だからできたことかもしれません。

また、すぐに物や形となって表れなくても何年も子ども達の心の中に残る財産となった

はずです。トヨタはこのプロジェクトにおいて「明日に向かうための、希望や元気」を

運んでいるのです。 

資料番号：1-18-6 出所：トヨタ自動車の HP http://toyota.jp/index.html 

クルマは何を運ぶもの？ 

～ トヨタのココロハコブプロジェクト ～ 

■支援物資の提供■ 

■クルマの提供■ 

■地産品の活用■ 

■各種イベントの開催■ 
■被災地の子ども・ 

  人材の教育の支援■ 

■文化・芸術活動 

  を通した支援■ 
■ボランティア・ 

    人的支援■ 

■寄付金・ 

 義援金の提供■ 


